録音利用明細書の記入について

　この明細書は編集したCD-Rに使用する曲すべてを１枚にお書き下さい。
用紙が足りない場合はコピーをして提出して下さい。
記入は以下の事項に注意して下さい。

1 お申し込み者の欄には団体名・チーム名をお書き下さい。

2 代表者の捺印を必ず押して下さい。

3 ご担当者の欄には顧問・主催者、又はこの件についての責任者をお書き下さい。

4 電話番号は連絡できる番号をお書き下さい。

5 ⑥利用者コード、製品番号は空欄で結構です。

7 使用するCD-Rにつけたタイトルをお書き下さい。（空欄でも可）
8 製造枚数は１枚とお書き下さい。

9 ⑩空欄で結構です。
11 ILの欄は原盤が国内で製作されたときは「L」、海外で製作されたときは「I」を○で囲んで下さい。

12 IV及び形態の欄は著作物の利用形態により次の要領でお書き下さい。

インスト（器楽演奏）のみ…I　　形態は空欄

ボーカル（歌唱）入り　　…V　　形態は空欄

カラオケ　　　　　　　　…I　　形態には「K」

音声多重カラオケ　　　　…V　　形態は空欄

文字入りカラオケ　　　　…V　　形態には「W」

13 何も記入しないで下さい。
14 著作物題名は正確に、外国曲についてはすべてアルファベットで記入して下さい。

15 訳詞者、編曲者については（　）で囲んで記入して下さい。

以上の点に十分注意して記入した用紙を１１月２１日（金）までに参加申込用紙と一緒に提出して下さい。

(1) 尚、この用紙はJASRACに「録音利用申し込み」として本来は各団体がそれぞれ申し込まなくてはならないものですが、先方の申し出により大会でまとめて提出した方が早く処理できるとのことから、こちらでまとめることに致しました。締め切りまでに提出しない団体がありましてもこちらでは受け付けませんので、後は各団体で申し込み手続きをして下さい。尚、大会当日に団体ごとに著作権料金を請求させて頂きます。
（１曲につき216円）

(2) JASRACに提出する前に、別途CD、テープの製作者（製作会社）の許諾が必要となります。１１月２１日までに使用するCDの販売・製作会社に許諾申請書を提出して、各団体で許諾を得て下さい。詳しくはCDの裏面に記載されているレコード会社等に直接電話で連絡をとってみて下さい。許諾申請をして許諾を得るまでにも２週間位はかかります。それは１曲ごとに行って下さい。

尚、使用する曲の許諾証明書のコピーも提出して下さい。
無料の場合でもその証明となる物を提出して下さい。

